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平成23年度予算

一般・特別・企業会計合わせて

一般会計 67億6,797万7千円

特別会計 45億8,857万1千円

企業会計 4憶7,500万0千円

第
一
回
の
定
例
会
で
、
今
中
町
長
が

平
成
23
年
度
の
予
算
を
編
成
す
る
に
あ

た
り
、
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

国
の
平
成
23
年
度
予
算
は
、
政
権
交
代

後
、
新
政
権
が
ゼ
ロ
か
ら
取
り
組
む
最
初

の
本
予
算
と
な
り
、
一
般
会
計
の
総
額
が

九
十
二
兆
四
千
百
十
六
億
円
で
、
過
去
最

大
と
な
り
ま
し
た
。
子
供
・
子
育
て
支
援

や
農
業
予
算
と
、
今
年
度
は
都
道
府
県
分

を
対
象
に
し
た
一
括
交
付
金
な
ど
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
関
連
の
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
国
債
発
行
額
は
四
十

四
兆
二
千
九
百
八
十
億
円
と
二
年
連
続
で
、

税
収
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

政
府
の
地
方
財
政
へ
の
対
応
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
平
成
22
年
度
に
続
き

交
付
税
な
ど
増
額
計
上
を
行
い
、
地
方
自

治
体
財
政
は
一
定
の
安
定
感
を
保
っ
て
お

り
ま
す
。
上
牧
町
も
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

財
政
も
好
転
し
、
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱

却
が
目
前
に
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

国
債
発
行
に
依
存
し
た
予
算
編
成
で
は
国

民
生
活
や
地
方
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
の
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。

国
は
、
こ
の
デ
フ
レ
感
や
、
内
向
き
社

会
、
若
者
の
就
職
率
の
低
下
な
ど
の
対
策

と
し
て
早
急
な
経
済
成
長
戦
略
を
示
し
、

併
せ
て
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
な
ど
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国
内
外
の
諸
問
題
に
対
し
、
具
体
策
を
示

し
、
国
民
の
不
安
感
を
払
拭
す
る
こ
と
を

最
優
先
し
、
世
界
に
対
し
て
の
信
頼
と
、

力
強
い
日
本
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
強
く
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

22
年
度
決
算
で

早
期
健
全
化
団
体
か
ら
脱
却

さ
て
、
上
牧
町
は
、
平
成
20
年
度
決
算

で
、
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
に
よ

る
「
早
期
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
大
変
な
ご
負
担
、
ご
心
配
を
お

掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
計

画
ど
お
り
平
成
22
年
度
決
算
で
、「
早
期
健

全
化
団
体
」
か
ら
脱
却
で
き
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
、
今
後
も
土
地
開
発
公
社
、

焼
却
場
等
の
財
政
負
担
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
問
題
は
続
き
ま
す
が
、
失
敗
か
ら

学
ん
で
常
に
各
事
業
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、
再
び
財
政
健
全
化
団
体
に
陥
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
行
財
政
運
営
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
上
牧
町
の
現
状
を
住
民
の
皆
さ

ん
に
直
接
お
伝
え
し
、
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
行
う
た
め
各
地
区
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
大
変
厳
し
い
ご
意
見
や
要

望
又
、
貴
重
な
ご
提
案
を
頂
き
、
今
後
も

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
町
政
運
営
に
当
た

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
、

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
き
る

こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

一
つ
ず
つ
確
実
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
、

前
年
比
３
・
４
％
減

そ
れ
で
は
、
平
成
23
年
度
上
牧
町
一
般

会
計
予
算
で
す
が
、
前
年
度
比
３
・
４
％
少

な
い
六
十
七
億
六
千
七
百
九
十
七
万
七
千

円
と
い
た
し
ま
し
た
。

歳
出
の
性
質
別
内
訳
で
は
、
ま
ず
義
務

的
経
費
で
す
が
、
第
三
保
育
所
の
民
営
化

の
影
響
で
運
営
費
が
、
物
件
費
か
ら
扶
助

費
に
振
り
変
わ
る
他
、
子
供
手
当
や
自
立

支
援
給
付
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
扶
助

費
全
体
で
19
・
３
％
の
増
、
額
に
し
て
、
一

億
七
千
七
百
三
十
七
万
七
千
円
と
大
幅
に

増
加
し
た
も
の
の
、
人
件
費
は
６
・
７
％
の

減
、
額
に
し
て
九
千
八
百
九
十
四
万
六
千

円
の
減
少
と
な
り
、
公
債
費
も
、
22
・
８
％

の
減
、
額
に
し
て
四
億
一
千
三
十
八
万
五

千
円
の
減
と
大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
為
、

義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
７
・
９
％
の
減
、

額
に
し
て
三
億
三
千
百
九
十
五
万
四
千
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

23
年
度
よ
り
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
計

画
的
に
道
路
の
舗
装
修
繕
を
進
め
る
た
め
、

普
通
建
設
事
業
費
が
、
17
・
７
％
の
増
、
額

に
し
て
四
千
百
七
十
五
万
二
千
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

予
算
項
目
別
で
は
、
ま
ず
、
歳
入
に
お

き
ま
し
て
は
、
個
人
住
民
税
で
す
が
、
長

引
く
景
気
低
迷
の
影
響
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
平
均
所
得
も
減
少
し
て
い
る
事
か
ら
、

当
初
予
算
対
比
で
は
一
億
一
千
六
百
万
円

程
度
の
減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
、
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ
税
は
、

若
干
の
伸
び
が
あ
る
も
の
の
、
町
税
全
体

で
は
約
一
億
二
千
万
円
の
減
収
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
一
億
四
千
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
臨
時

財
政
対
策
債
を
含
む
実
質
の
地
方
交
付
税

総
額
で
は
六
千
七
百
七
十
万
円
の
減
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。

財
産
売
払
い
収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
22
年
度
・
23
年
度
の
二
年
間
で
売
却

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
、
第
三
保
育
所
の

残
り
を
平
成
23
年
度
末
に
売
却
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

よ
り
便
利
に
見
や
す
く

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
費
で
は
、

上
牧
町
の
顔
と
も
言
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
、
高
齢
者
や
目
の
不
自
由
な
方
に
も
よ

り
一
層
使
い
や
す
く
、
便
利
な
も
の
と
す

る
た
め
に
、
又
、
多
様
化
す
る
情
報
量
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
計
画
で
す
。

次
に
民
生
費
で
は
、
子
ど
も
手
当
で
す

が
、
国
の
予
算
案
は
、
成
立
の
め
ど
が
立

っ
た
も
の
の
、
予
算
関
連
法
案
が
、
ね
じ

れ
国
会
の
影
響
で
ど
の
よ
う
に
落
ち
着
く

の
か
不
透
明
な
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
供
一
人
ひ
と
り

の
成
長
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
観
点
か

ら
、
本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
三
歳
未

満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
二
万
円
、

三
歳
以
上
中
学
校
終
了
ま
で
の
児
童
を
対

象
に
、
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
三
千
円
を

支
給
で
き
る
よ
う
予
算
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
又
、
障
害
福
祉
費
の
自
立
支
援
給
付

費
な
ど
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
な

ど
の
医
療
費
の
伸
び
が
続
い
て
い
る
状
況

で
す
。
今
後
も
、
高
齢
化
の
進
行
と
共
に

社
会
保
障
費
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

学
童
保
育
を
さ
ら
に
充
実

次
に
、
子
育
て
支
援
で
あ
り
ま
す
が
、

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
雇
用
情
勢
が
大
変

厳
し
い
状
況
の
中
、
両
親
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
造
り
の
為
、
今
年
度
も
、
す
べ

て
の
学
童
が
希
望
す
る
学
童
保
育
所
に
入

所
で
き
る
よ
う
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

又
、
平
成
23
年
度
よ
り
、
夏
休
み
の
期
間

中
、
開
始
時
間
を
三
十
分
早
く
す
る
延
長
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保
育
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
を

無
償
で
接
種

次
に
保
健
事
業
で
す
が
、
健
康
の
保

持
・
増
進
を
図
る
た
め
平
成
23
年
度
は
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・
ビ
フ
ワ
ク

チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
年
齢
の
方
に
、

無
償
で
接
種
で
き
る
よ
う
予
算
措
置
を
い

た
し
ま
し
た
。
又
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

へ
の
対
応
で
す
が
、
平
成
17
年
度
よ
り
、

副
作
用
の
影
響
で
、
特
に
希
望
さ
れ
る
か

た
だ
け
を
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
、
新
型
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
一
定

量
も
確
保
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
年
度
よ

り
、
積
極
的
に
勧
奨
を
行
い
未
接
種
の
方

が
無
料
で
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
予
算
措
置
を
行
い
ま

し
た
。

田
や
畑
の
再
生
を

次
に
、
農
林
商
工
業
費
関
係
で
は
、
遊

休
農
地
の
再
生
で
す
が
、
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
な
ど
で
耕
作
が
放
棄
さ
れ

た
農
地
は
、
田
や
畑
が
も
つ
洪
水
防
止
の

治
水
機
能
や
農
業
景
観
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
を
、
農
業
に
関
心

の
あ
る
人
な
ど
に
再
生
し
て
も
ら
う
試
み
を

始
め
て
お
り
、
今
年
の
春
に
は
、
野
菜
の

収
穫
が
で
き
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

普
通
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
生

活
に
直
結
し
た
道
路
の
維
持
補
修
で
す
が
、

新
た
に
社
会
資
本
整
備
補
助
の
道
路
橋
梁

費
補
助
金
を
活
用
し
て
計
画
的
に
道
路
の

舗
装
修
繕
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

又
、
老
朽
化
し
て
い
る
焼
却
場
で
す
が
、

一
日
も
止
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
施
設
で

あ
り
ま
す
の
で
、
焼
却
場
の
維
持
補
修
に

も
予
算
配
分
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と

自
主
防
災
組
織
の
充
実

次
に
、
災
害
対
策
で
す
が
、
社
会
の

様
々
な
場
で
、
減
災
と
社
会
の
防
災
力
向

上
の
た
め
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
防
災
士

の
資
格
取
得
に
関
し
、
そ
れ
に
要
し
た
費

用
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
住
民

に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
に
お
け
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
よ
う
と
す
る
団
体
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
し
、

地
域
の
防
災
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

尚
、
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

末
に
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、
平
成

23
年
度
よ
り
統
合
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
芝
生
化

次
に
、
教
育
費
で
す
が
、
少
子
化
が
進

む
中
、
国
の
未
来
を
担
っ
て
い
く
子
供
た

ち
が
安
心
・
安
全
の
中
で
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
注
い
で
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
助
成
の
芝
生
化
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
て
第
三
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を

芝
生
化
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
、
子
供
た
ち
の
体

力
向
上
、
人
間
性
豊
か
な
人
格
の
形
成
と

と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
場
の
提
供
も
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
を
再
開

又
、
財
政
難
を
理
由
に
閉
鎖
し
て
お
り

ま
し
た
、
町
民
プ
ー
ル
を
平
成
23
年
度
よ

り
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
住
民
の

皆
様
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
辛
抱
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
歩
前
進
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
経
営
の
健
全
化

次
に
、
土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
財
政
問
題
特
別
委
員
会
で

承
認
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
健
全
化
計

画
に
伴
う
公
社
の
欠
損
金
の
補
填
と
致
し

ま
し
て
今
年
度
は
一
億
五
千
万
円
、
及
び

公
社
の
経
営
の
健
全
化
に
関
す
る
計
画
で

お
示
し
し
て
お
り
ま
す
供
用
済
み
の
土
地

の
買
戻
し
に
つ
い
て
も
、
計
画
ど
お
り
予

算
措
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

公
社
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
、
外
部
の
視

点
か
ら
検
証
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
個
別

外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
を
実
施
す

る
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

関
連
す
る
条
例
の
整
備
に
つ
い
て
も
提
出

し
て
お
り
ま
す
。
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平成23年度当初予算の 

主  な  事  業  と  予  算 主  な  事  業  と  予  算 主  な  事  業  と  予  算 
　町の予算は、一般会計、特別会計、企業会計の予算で構成されています。一般会計は、教育や福祉、

道路や公園整備、ごみの処理などの行政経費の予算です。 

 平成23年度当初予算額は、67億6,797万7千円となり、前年度と比べて▲3.4％、2億3,991万7千円

の減額となっています。歳入については、臨時財政対策債の減が見込まれることや不動産売払収入の減、

歳出については、地方債の償還のピークが過ぎたことによる公債費の減が挙げられます。 

 平成22年度決算において、早期健全化団体から脱却する予定ですが、今後も土地開発公社の解散に

向けて、厳しい財政状況のなか、児童、高齢者と障がい者に関する支出で、すべての人が安心して暮

らせる福祉のまちづくりに力を入れた予算編成になっています。 

総務費 
・上牧町土地開発公社健全化事業 1億5,000万円 

・ホームページ作成事業 173万3千円 

・外部監査委託料 400万円 

土木費 
・道路整備工事 4,000万円 

・上牧町土地地開発公社健全化事業 

　（供用済等土地買戻し） 173万3千円 

・第１町営住宅除却工事 300万円 

消防費 
・防災士育成助成事業 20万8千円 

・自主防災組織結成支援事業 60万円 

教育費 
・第三小学校運動場芝生化推進事業 1,794万円 

・町民プール運営経費 483万9千円 

公債費 
・公債費適正化事業（下水道事業特別会計） 

 1億3,665万8千円 

民生費 
・心身障害者・乳幼児等医療費 7,110万円 

・自立支援医療費（更生医療費） 2億4,189万7千円 

・子ども手当 5億2,302万円 

・放課後児童健全育成事業 2,221万8千円 

衛生費 
・子宮頸がん等ワクチン接種事業 2,204万2千円 

・日本脳炎予防接種事業 2,706万1千円 

・ごみ処理施設整備事業 3,699万8千円 

農林商工業費 
・地域担い手・耕作放棄地対策事業  40万円 

・水路改修工事 404万2千円 

公営企業会計（収益的収入および支出） 
会計区分　　　　予算額　　　　前年度比 

水道事業　4億7,500万円　△3.9%

※予算額は、収益的支出と資本的支出で集計 

特別会計予算 
会計区分　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　　　　 前年度比 

国民健康保険 25億5,359万2千円 0.3% 

後期高齢者医療 1億9,558万円 △1.5% 

下水道事業 7億952万円 19.5% 

住宅新築資金等貸付事業 770万9千円 △8.0% 

介護保険　保険事業勘定 11億1,630万4千円 4.1% 

　　　　　介護サービス事業勘定 586万6千円 7.7% 

合　計 45億8,857万1千円 3.7%

公
営
企
業
会
計 

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業
（
上

下
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
・
病
院
・
観
光

施
設
等
）
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
性
質

か
ら
そ
の
公
営
企
業
の
経
営
に
伴
う
受

益
の
程
度
に
応
じ
た
料
金
（
使
用
料
）

で
賄
う
た
め
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す

る
こ
と
か
ら
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し

て
経
理
す
る
も
の
で
、
町
で
は
、
水
道
事

業
を
公
営
企
業
会
計
と
し
て
い
ま
す
。 

特
別
会
計
予
算 

　
一
般
会
計
と
は
切

り
離
し
て
、
特
定
の

事
業
ご
と
に
経
理
す

る
予
算
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
事

業
や
下
水
道
事
業
な

ど
、
主
に
保
険
料
や

使
用
料
な
ど
、
特
定

の
収
入
で
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
負
担
と

受
益
の
関
係
が
明
確

に
な
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
町
で

は
五
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。 
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一般会計　歳入 ６７億６,７９７万７千円 

地方交付税 

25億3,700万円 

37.5％ 

町　税 

20億2,173万9千円 

29.9％ 

その他 
4,044万5千円 
0.6％ 

地方特例交付金 
4,135万2千円 
0.6％ 

諸収入 
4,930万1千円 
0.7％ 

地方譲与税 
5,693万5千円 
0.8％ 

財産収入 
7,685万6千円 
1.1％ 

分担金及び負担金 
7,993万7千円 
1.2％ 

地方消費税交付金 
1億4,819万3千円 

2.2％ 

使用料及び手数料 
1億9,858万6千円 

2.9％ 

県支出金 
4億1,335万9千円 

6.1％ 

町　債 
4億5,370万円 
6.7％ 

国庫支出金 
6億5,057万4千円 

9.6％ 

〔歳入の種類〕 

◆町　税……町民税や固定資産税など町民のみなさんか

　らの税金 

◆分担金・使用料など……特定の事業の経費に充てるた

　め、その事業の受益者などが負担するお金 

◆地方交付税……国が市町村の財政状況に応じて交付す

　るお金 

 

◆国県支出金……町の特定事業のために国や県から支出

　されるお金 

◆町　債……建設事業など、将来の町民にも建設費用を

　負担してもらった方が公平であると考えられる事業の

　資金調達のために借り入れるお金 

町民一人当たりの歳入一般会計予算 

地方譲与税・交付金 1万1,860円 

　地方譲与税 2,357円 
　地方消費税交付金 6,134円 

町　　　税 8万3,681円 

　町民税 4万5,370円 
　固定資産税 3万2,647円 
　たばこ税 4,260円 

分担金及び負担金 3,309円 

　保育所保育料 2,962円 

そ　の　他 5,238円 

　不動産売払 3,051円 

使用料及び手数料 8,220円 

　幼稚園使用料 914円 
　町営住宅使用料 2,868円 
　ごみ処理手数料 2,479円 

地方交付税 10万5,008円 

　普通交付税 9万5,447円 
　特別交付税 9,561円 

国庫支出金 2万6,928円 

町　　　債 1万8,779円 

　子どもに 1万9,568円 
　障害福祉に 5,453円 

県 支 出 金 1万7,109円 

　子どもに 3,987円 
　障害福祉に 2,875円 
　選挙関係に 384円 
　医療費に 1,498円 

28万132円 
町民一人当たりの 
予算額は 

平成23年1月1日現在の 
人口（24,160人）で 

算出 
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一般会計　歳出 ６７億６,７９７万７千円 

その他 
3,073万2千円 
0.4％ 
 

民生費 
17億2,890万1千円 

25.5％ 

公債費 
13億9,294万6千円 

20.6％ 

衛生費 
6億9,869万7千円 

10.3％ 

諸支出金 
6億8,713万2千円 

10.2％ 

教育費 
6億1,763万8千円 

9.1％ 

消防費 
2億8,983万7千円 

4.3％ 

土木費 
3億5,595万2千円 

5.3％ 

議会費 
1億1,258万7千円 

1.7％ 

総務費 
8億5,355万5千円 

12.6％ 

〔目的別歳出の種類〕 

◆議会費……議会の活動に要する経費 

◆総務費……庁舎の管理、戸籍、統計、徴税、選挙など

　役場を運営するための全般的な経費 

◆民生費……子どもや高齢者、障害者への福祉などに要

　する経費 

◆衛生費……健康診断や予防接種、ゴミの回収処理など

　に要する経費 

 

◆土木費……道路や公園、区画整理やまちづくりに要す

　る経費 

◆消防費……消防や救急、防災などに要する経費 

◆教育費……小・中学校の教育施設や文化の向上などに

　要する経費 

◆公債費……借入金の返済に要する経費 

町民一人当たりの目的別歳出一般会計予算 

公債費 

民生費 

総務費 

議会費 

消防費 

教育費 

衛生費 

土木費 

その他 

○借入金の償還に 5万7,655円 

○予備費、労働、農業、商業の振興に 9,777円 

○高齢者や児童の福祉に 8万5,386円 
　後期高齢者医療制度に 8,992円 
　老人福祉に 2,853円 
　障害福祉に 11,590円 
　国民健康保険事業に 10,274円 
　児童福祉に 37,643円 
　介護保険事業に 7,168円 

○学校、図書館の運営などに 2万5,564円 
　小学校に 6,645円 
　中学校に 4,202円 
　図書館の運営に 1,245円 
　スポーツ振興に 1,775円 

○病気予防、ごみ処理、し尿処理などに 
 2万8,920円 
　病気予防に 6,700円 
　静香苑環境衛生組合の運営に 4,317円 
　ごみ処理に 13,497円 
　し尿処理に 3,877円 

○道路、下水道の整備などに 2万844円 
　道路、街路の整備に 6,679円 
　下水道事業に 6,111円 
　公園の整備に 864円 
　公営住宅の管理に 1,589円 

○選挙、庁舎の管理、電算経費などに  
 3万5,224円 
　町議会議員選挙に 786円 
　町税の課税、徴収に 4,363円 

○消防活動、防災のために 1万2,102円 
　西和消防組合の運営に 10,830円 
　町消防団の運営に 1,048円 

○町議会運営のために 4,660円 

28万132円 
町民一人当たりの 
予算額は 

平成23年1月1日現在の 
人口（24,160人）で 

算出 
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東
日
本
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し

て
か
ら
、
一
か
月
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。

こ
の
間
、

各
地
で
被

災
さ
れ
た

か
た
へ
の

善
意
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
上
牧
町

内
で
も
多
く
の

善
意
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

町
役
場
や
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
善

意
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は
上

牧
町
災
害
救
援
本
部
を
設
置
し
て
、
被
災

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
17
日

救
援
物
資
（
乾
パ
ン
・
毛
布
）
を

搬
送
。

・
18
日

15
日
か
ら
17
日
に
集
ま
っ
た
義

援
金
六
十
三
万
八
十
四
円
を
送
金
。

宮
城
県
内
で
被
災
さ
れ
た
か
た
を
町

営
住
宅
に
受
入
れ
決
定
。

・
24
日

18
日
か
ら
23
日
に
集
ま
っ
た
義
援

金
七
十
一
万
三
千
三
百
四
十
円
を
送
金
。

・
25
日

24
日
に
集
ま
っ
た
義
援
金
七
万

三
千
二
百
五
十
九
円
を
送
金
。

・
30
日

福
島
県
南
相
馬
市
の
被
災
さ
れ

た
か
た
を
片
岡
台
団
地
で
受
入
れ
の
た

め
、
県
か
ら
の
物
品
と
町
か
ら
の
毛
布
・

有
料
ゴ
ミ
袋
を
支
給
。
25
日
か
ら
30
日

ま
で
に
集
ま
っ
た
義
援
金
六
十
六
万
七

千
九
十
八
円
を
送
金
。

・
４
月
１
日

３
月
31
日
に
集
ま
っ
た
義
援

金
十
九
万
九
千
七
百
七
十
三
円
を
送
金
。

・
５
日

４
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
に
集

ま
っ
た
義
援
金
六
万
九
千
五
百
四
十
四

円
を
送
金
。

・
８
日

５
日
か
ら
７
日
ま
で
に
集
ま
っ
た

義
援
金
四
万
八
千
百
七
十
四
円
を
送
金
。

・
12
日

８
日
か
ら
12
日
ま
で
に
集
ま
っ
た

義
援
金
一
万
五
百
九
十
七
円
を
送
金
。

・
14
日

13
日
ま
で
に
集
ま
っ
た
義
援
金
十

二
万
五
百
五
十
九
円
を
送
金
。

・
18
日

14
日
か
ら
17
日
ま
で
に
集
ま
っ
た
義

援
金
十
五
万
七
千
八
百
四
十
五
円
を
送
金
。

町
の
対
応
と
町
役
場
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意

・
３
月
14
日

上
牧
町
災
害
救
援
本
部
を

設
置
。
義
援
金
の
受
付
の
た
め
役
場
・

２
０
０
０
年
会
館
・
中
央
公
民
館
・
片

岡
台
出
張
所
で
募
金
箱
を
設
置
。

・
15
日

日
本
赤
十
字
奈
良
県
支
部
に
14

日
に
集
ま
っ
た
義
援
金
二
十
三
万
六
千

二
百
七
十
四
円
を
送
金
。

＊
町
に
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
＊

（
敬
称
略
）

・
三
軒
屋
自
治
会
・
上
牧
小
学
校
・
上
牧

第
三
小
学
校
・
上
牧
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
上

牧
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
な
ら
か

ん
ま
き
手
織
り
工
房
・
衣
類
の
お
直
し
工

房
・
寿
し
兆
駒
・
産
経
新
聞
西
大
和
専
売

所
・
新
富
会
・
企
業
連
合
会
上
牧
支
部
・

解
放
同
盟
上
牧
支
部
・
上
牧
町
建
設
協

会
・
西
大
和
卓
球
ク
ラ
ブ
・
火
曜
ス
ポ
ー

ツ
ダ
ン
ス
・
木
曜
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
専

科
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
・
レ
イ
ン
ボ
ー

ダ
ン
ス

団
体
・
個
人
合
わ
せ
て
４
月
18
日
ま
で

の
総
額
三
百
二
万
六
千
五
百
四
十
七
円
を

日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し
ま
し
た
。

東日本大震災に

多くの善意と支援の輪

がんばろう東北
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

＊
社
会
福
祉
協
議
会
に
義
援
金
を

寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
＊

（
敬
称
略
）

・
上
牧
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
・
友
が

丘
自
治
会
・
プ
チ
ラ
イ
フ
・
北
上
牧
自
治

会
・
桜
三
会
・
緑
ヶ
丘
自
治
会
・
下
牧
自

治
会
・
滝
川
台
自
治
会
・
ゆ
り
が
丘
自
治

会
・
南
上
牧
自
治
会
・
新
町
自
治
会
・
梅

ヶ
丘
自
治
会
・
桜
ヶ
丘
三
丁
目
自
治
会

・
片
岡
台
三
丁
目
自
治
会
・
吉
田
吉
義

・
桜
ヶ
丘
一
丁
目
自
治
会
・
ア
ー
バ
ン
自

治
会
・
葛
城
台
自
治
会
・
あ
し
び
短
歌

会
・
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト
・
松
里
園
自
治
会

４
月
20
日
ま
で
の
総
額
百
九
十
七
万
七

百
六
十
七
円
を
中
央
共
同
募
金
会
へ
送
金

遊
ｉ
ｎ
ｇ
は
っ
と
り
（
石
田
健
一
代
表
）
で

は
、
４
月
９
日
に
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
に
は
地
区
会
の
家
庭
か
ら
集
ま
っ

た
不
要
品
五
千
点
が
出
品
さ
れ
、
購
入
者
が

自
由
に
価
格
を
付
け
て
購
入
す
る
方
法
で
、

バ
ザ
ー
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
の
売
上
げ
は
全
て
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
被
災
者
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
「
ガ
ン
バ
レ
東
北
」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
っ
て
作
っ
た
ラ
ン
タ
ン
二
百
五
十
個

に
鎮
魂
の
炎
が
灯
さ
れ
、
夕
暮
れ
の
会
場
を

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
地
震
被
災
者
支
援

建設協会から義援金なら上牧手織り工房から義援金

上牧ジャイアンツから義援金

上牧小学校の児童から義援金

三軒屋自治会から義援金
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５
月
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

上
牧
町
の
現
状
を
皆
さ
ん
に
直
接
お
伝
え

す
る
た
め
に
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。

会
場
の
都
合
上
、
対
象
地
区
を
設
定
し
て

い
ま
す
が
、
当
日
お
住
ま
い
の
地
区
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
で
き
な
い
か
た
は
、

他
の
地
区
で
ご
参
加
頂
い
て
も
結
構
で
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
地
区

三
軒
屋
地
区
の
か
た

・
５
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で
。

三
軒
屋
公
民
館

葛
城
台
・
五
軒
屋
地
区
の
か
た

・
５
月
21
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
。

葛
城
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　

▼
問
合
先

秘
書
課
　

役
場
内
線
２
２
２
番

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
６
月
に
「
賃
金

構
造
基
本
統
計
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
事
業
所
の
皆
さ
ま
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
労
働
局
賃
金
室

０
７
４
２
ー
82
ー
０
２
０
６

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

出
張
徴
収
を
し
ま
す

固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
の
出
張
徴

収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

出
張
徴
収
日
程

●
新
町
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
27
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

新
町
第
一
公
民
館

●
下
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
27
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

下
牧
文
化
会
館

●
南
上
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
30
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

南
上
牧
公
民
館

●
松
里
園
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
30
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

松
里
園
公
民
館

当
日
不
都
合
な
か
た
や
出
張
徴
収
該
当

地
区
以
外
の
地
区
の
か
た
は
、
徴
収
課
ま

た
は
片
岡
台
出
張
所
の
ほ
か
、
各
金
融
機

関
窓
口
で
ど
う
ぞ
。

▼
金
融
機
関

り
そ
な
・
南
都
・
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
近
畿
大

阪
・
第
三
銀
行
の
各
本
支
店
、
奈
良
中
央

信
用
金
庫
・
大
和
信
用
金
庫
、
奈
良
県
農

業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▼
納
期
限

５
月
31
日
（
火
）

▼
問
合
先

徴
収
課
　

役
場
内
線
１
５
０
番

町
役
場
人
事
異
動

町
役
場
で
は
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。（

）
は
旧
職

【
部

長

級
】

▼
都
市
環
境
部
長

外
川
武
彦
（
水
道
部
長
）

▼
住
民
福
祉
部
長

塚
　
尚
起
（
秘
書
課
長
）

▼
水
道
部
長

本
和
敏
（
福
祉
課
長
）
▼

教
育
部
長

竹
島
正
智
（
総
務
課
長
）
▼
社

会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事

木
雄
一
（
生

き
活
き
対
策
課
長
）

【
課

長

級
】

▼
秘
書
課
長

藤
岡
達
也
（
議
会
事
務
局
局

長
）
▼
総
務
課
長

池
内
利
昭
（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
長
）
▼
税
務
課
長

木
村
　
譲

（
住
民
課
長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

西

山
義
憲
（
下
水
道
課
長
）
▼
住
宅
土
地
管
理

課
長

和
田
潤
一
（
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
）

▼
福
祉
課
長

竹
島
正
貴
（
税
務
課
長
）
▼

生
き
活
き
対
策
課
長

吉
川
師
郎
（
土
地
開

発
公
社
事
務
局
局
長
）
▼
住
民
課
長

今
西

奉
史
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐
）
▼

会
計
管
理
者

藤
岡
季
永
子
（
保
険
年
金
課

課
長
補
佐
）
▼
上
下
水
道
課
長

大
東
四
郎

（
下
水
道
課
課
長
補
佐
）
▼
社
会
教
育
課
長

吉
川
　
淳
（
水
道
課
長
）
▼
議
会
事
務
局
局

長

下
間
常
嗣
（
社
会
教
育
課
長
）
▼
土
地

開
発
公
社
事
務
局
局
長

山
口
敬
嗣
（
土
地

開
発
公
社
事
務
局
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐

福
西

誠
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
係
長
）
▼
環
境
課

課
長
補
佐

萬
田
勝
茂
（
住
宅
土
地
管
理
課

課
長
補
佐
）
▼
住
宅
土
地
管
理
課
長
補
佐

多
口
　
進
（
住
宅
土
地
管
理
課
係
長
）
▼
住

民
課
課
長
補
佐

木
村
　
茂
（
社
会
教
育
課

課
長
補
佐
）
▼
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

木

村
博
行
（
保
険
年
金
課
係
長
）
▼
社
会
教
育

課
課
長
補
佐

磯
部
敬
一
（
福
祉
課
係
長
）

▼
図
書
館
長

日
下
秀
樹
（
環
境
課
課
長
補

佐
）

【
係

長

級
】

▼
秘
書
課
係
長

塩
野
哲
也
（
教
育
総
務
課

係
長
）
▼
秘
書
課
係
長

今
中
　
廣
（
秘
書

課
主
査
）
▼
総
務
課
係
長

吉
川
昭
仁
（
総

務
課
主
査
）
▼
住
宅
土
地
管
理
課
係
長

角

川
弘
樹
（
社
会
教
育
課
主
査
）
▼
福
祉
課
係

長

青
山
雅
則
（
生
き
活
き
対
策
課
主
査
）

▼
住
民
課
係
長

岸
田
　
孝
（
住
民
課
主
査
）

▼
社
会
教
育
課
係
長

落
合
和
彦
（
教
育
総

務
課
主
査
）
▼
社
会
教
育
課
係
長

森
本
朋

人
（
社
会
教
育
課
主
査
）
▼
図
書
館
係
長

岡
崎
実
香
（
図
書
館
司
書
）
▼
焼
却
場
主
任

田
中
幸
則
（
焼
却
場
業
務
員
）

上
牧
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

取
り
消
し

・
也
真
斗
設
備

三
郷
町
立
野
南
一
丁
目
七
ー
二
三

32
ー
５
４
２
０

▼
問
合
先

上
下
水
道
課
　

71
ー
５
２
３
４
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ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
策
定

委
員
会
を
開
催

第
八
回
上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
策

定
委
員
会
を
次
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

役
場
三
階

委
員
会
室

郵
送
に
よ
り
議
事
録
を
請
求
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
費
　
用

・
コ
ピ
ー
代
（
A
４
サ
イ
ズ
一
枚
あ
た
り
〔
両

面
〕
で
二
十
円
）

・
郵
送
料
　
実
費
負
担
。
請
求
時
に
百
四
十

円
切
手
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

議
事
録
の
郵
送
を
請
求
さ
れ
る
か
た
は
、

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
３
２
・
２
３
４
番
　

メ
ー
ルkan

m
akisasayu

ri@
clear.o

cn
.n
e.jp

民
暴
出
張
相
談
所
開
設

奈
良
県
暴
力
団
県
民
追
放
セ
ン
タ
ー
で

は
、
暴
力
団
被
害
の
泣
き
寝
入
り
防
止
や

潜
在
化
し
て
い
る
被
害
の
掘
り
起
こ
し
の

た
め
に
「
民
暴
出
張
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
24
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

イ
オ
ン
西
大
和
店

（
河
合
町
中
山
台
）

▼
問
合
先

西
和
警
察
署
　

72
ー
０
１
１
０
番

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
（
火
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
（
火
）

で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
・
ペ
イ
ジ
ー
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
。

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
必
ず
５
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

金
融
機
関
や
県
税
事
務
所
の
窓
口
だ
け
で
な

く
、
コ
ン
ビ
ニ
・
ペ
イ
ジ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
が
可

能
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
納
税
通
知
書
に
同

封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
税
の
窓
口
で
は
、
軽
自
動
車
税
の

納
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
奈
良
県
税
事

務
所（
自
動
車
税
第
一
係
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
内
で
住
所
変
更
さ
れ
た
か
た
や
他

の
都
道
府
県
か
ら
転
入
さ
れ
た
か
た
で
県
外
の

ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
運

輸
支
局
で
す
み
や
か
に
変
更
登
録
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
県
県
税
事
務
所

０
７
４
２
ー
26
ー
１
１
７
７
番

違
反
広
告
物
除
去

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
取
り
つ

け
ら
れ
た
貼
り
紙
・
貼
り
札
・
立
看
板
な

ど
の
違
反
広
告
物
は
、
街
の
美
観
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

に
も
な
り
、
貼
付
場
所
に
よ
っ
て
は
危
険

を
招
い
た
り
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
取
り
組
み
の

中
で
、
違
反
広
告
物
の
除
去
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

５
月
２
日
（
月
）
か
ら
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
要
　
件

二
十
歳
以
上
の
町
内
在
住
・
在

勤
の
か
た
で
、
二
名
以
上
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ
構
成
が
可
能
な
か
た
。

講
習
会
に
参
加
頂
い
た
方
々
の
み
、
推

進
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
活
動
範
囲

町
内
全
域
の
道
路
敷
地
内

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

登
録
さ
れ
た
団
体

は
、
町
が
加
入
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個
人
の

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
報
　
酬

こ
の
制
度
は
、
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

▼
支
給
品

登
録
員
任
命
書
、
腕
章
・
機
具

類
な
ど
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
１
２
・
２
１
５
番
　

行
政
相
談
員
を
委
嘱

４
月
１
日
付
で
総
務
大
臣
よ
り
次
の
か
た

が
行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青

木
　
喜

也
（
新
町
在
住
）

古

川
　
延

子
（
三
軒
屋
在
住
）

▼
相
談
日
・
と
こ
ろ

毎
月
第
二
金
曜
日

午
後
１
時
か
ら
４
時
　
２
０
０
０
年
会
館

▼
問
合
先

秘
書
課
　

役
場
内
線
２
９
８
番

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

参
加
者
募
集

素
足
で
も
履
け
る
「
布
ぞ
う
り
」、
床
も
ピ
カ

ピ
カ
で
す
。
不
要
に
な
っ
た
布
を
使
え
ば
、
エ
コ

に
な
り
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
17
日
（
火
）・
18
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
二
日
間
と
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

保
健
指
導
室

▼
募
集
人
数

二
十
名

▼
費
　
用

百
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物

着
物
や
シ
ャ
ツ
な
ど
の
古
着
、

は
さ
み
、
三
十
セ
ン
チ
の
も
の
さ
し

▼
申
込
方
法

５
月
10
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

☆
５
月
６
日
（
金
）
ま
で

・
書
道
ク
ラ
ブ
遊
墨
会
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
（
陳
列
ケ
ー
ス
）

☆
５
月
６
日
（
金
）
か
ら
６
月
２
日
（
木
）
ま
で

・
油
絵
ア
ト
リ
エ
28
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
火
曜
組
（
陳
列
ケ
ー
ス
）

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
、

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０
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皆さんは「健康手帳」をご存じですか？今回

は健康手帳についてお話しします。

町では、毎年、年度始めに40歳になられる

かたに健康手帳を郵送しています。40歳以上

のかたはすでに健康手帳をお持ちだと思います

が、手元にあるか今一度確認してみてください。

健康手帳には、ご自身の健康状態を記録してい

くページがたくさんあります。特定健康診査や

各種検診の記入・身長・体重・血液検査デー

タ・血圧・薬の名前や服用歴などが記入できま

す。その時の健康状態を書き込んでいくことに

よって、自分自身の過去・現在の健康状態が一

目でわかるようになっています。また、記録を

医師に見せることで、診察や治療もスムーズに

なります。

健康づくりのポイントや検査データの見方も

載っていますので、検診後に参考にしていただ

けます。町では特定健診、各種がん検診、歯周

疾患検診、肝炎ウイルス検診など生活習慣病予

防のために大切な検診を実施しています。（詳

細は毎月の広報でご確認ください）。

健康の維持・増進のためには生活習慣病など

様々な病気にかからないように、普段から予防

に努めたいものです。そのためには、年に一度

は検診を受け、生活習慣病の改善などが必要な

ときには積極的に保健指導を受けましょう。検

診を受けるときや健康教室などに参加したり、

保健指導や健康相談などを受けるときには、必

ず「健康手帳」をお持ちください。40歳以上

のかたで、健康手帳をお持ちでないかたは２０

００年会館、役場保険年金課、片岡台出張所で

お渡ししていますので、是非ご活用ください。

歯周疾患検診は無料で

受けることができます。

いつまでも、きれいな歯でいたいとは誰もが

願うことです。80歳で20本の歯を保つために

は、日頃より歯の健康をチェックすることが大

切です。是非この機会に歯周疾患検診を受けま

しょう。

対象者は今年40歳になられるかたから70歳

までのかたです。期間は平成24年３月末まで。

実施医療機関は、上牧・王寺町内の歯科医院で

す。病院で町の歯周疾患検診を受けたいと伝え

てください。

●

健

康

手

帳

に

つ

い

て

●

婦

人

検

診
（
集
団
）

☆
婦
人
検
診
（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）

を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
25
日
（
水
）

・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
ど
ち
ら

か
を
受
診
の
か
た

午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分
ま
で
と
午
後

２
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
の
ど
ち
ら
か

・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
両
方
を

受
診
の
か
た

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

集
団
検
診
室

▼
対
象
者

☆
乳
が
ん

四
十
歳
以
上
（
１
９
７
１
年
12
月
31

日
以
前
の
生
ま
れ
）
で
誕
生
年
が
西

暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
か
た

☆
子
宮
が
ん

二
十
歳
以
上
（
１
９
９
１
年
12
月
31

日
以
前
の
生
ま
れ
）
で
誕
生
年
が
西

暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
か
た

▼
検
査
方
法

☆
乳
が
ん

視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

☆
子
宮
が
ん

頚
部
細
胞
診
・
内
診

▼
定
　
員

先
着
順

☆
乳
が
ん

五
十
名

☆
子
宮
が
ん

百
名

▼
費
　
用

千
円

（
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
五
百
円
）

生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
事
前
に
自
己

負
担
金
免
除
申
請
を
生
き
活
き
対
策

課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

対象者には個人通知します。

★乳児（３・10ヵ月児）健康診査
と　き：５月12日（木)
対象者：
（３ヵ月児）平成23年１月15日か
ら２月12日生まれ。
（10ヵ月児）平成22年６月15日か
ら７月12日生まれ。

★妊婦さん集まれ
２回開催【要予約】

とき・内容：
５月10日（火）
午後１時30分から２時30分まで。
助産師のお話
６月24日（金）
午後１時30分から２時30分まで。
妊婦同士の交流会、栄養のお話
対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

と　き：５月11日（水)・26日（木)
午後１時20分から２時20分まで受付
対象者：生後３ヵ月から７歳６ヵ
月未満でまだ２回接種していな

★乳児相談
と き：５月10日（火）
午後１時30分から３時まで受付
対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）。午後２時から２時
30分は交流会を行います。（ふれ
あい遊び、保健師の話、保護者の
交流）。交流会の時間は、計測を
一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：５月27日（金）
午前９時から11時までと午後１
時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：５月27日（金)【要予約】
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁
煙・生活習慣を改善したいかたな
ど、何でもお気軽にご相談ください。

いかた。未接種の兄弟姉妹がい
るかたはなるべく一緒に接種し
てください。また、１回目と２
回目は41日以上あけてください。

持参品：母子健康手帳

※昭和50～52年生まれの成人
ポリオ（費用1,000円）も同時に
しています。

持参品：印鑑と生年月日のわかる
保険証、免許証など（当日、同
意書と予診票を会場で記入して
もらいます）母子健康手帳をお
持ちの方はご持参下さい。お持
ちでないかたは接種済証をお渡
しします。

※発熱者、下痢をしているかた、
妊娠しているかたは接種できま
せん。

プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
日
に
つ
い
て

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
利

用
し
て
頂
け
ま
す
。

５
月
11
日
（
水
）
・
12
日
（
木
）
・
26
日
（
木
）

の
午
後
は
健
診
な
ど
で
混
み
合
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法

５
月
10
日
（
火
）
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

婦
人
科
検
診
（
個
別
）
が
開
始

☆
乳
が
ん

▼
と
　
き

５
月
１
日
か
ら
来
年
２
月
29
日
ま
で

▼
対
　
象

四
十
歳
以
上
で
誕
生
年
が

西
暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
か
た

▼
内
　
容

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

▼
費
　
用

二
千
円

（
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
千
円
）

☆
子
宮
が
ん

▼
と
　
き

５
月
１
日
か
ら
来
年
２
月
29
日
ま
で

▼
対
　
象

二
十
歳
以
上
で
誕
生
年
が

西
暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
か
た

▼
内
　
容

頚
部
細
胞
診
と
内
診

▼
費
　
用

二
千
円
。

個
別
検
診
を
受
け
る
場
合
、
受
診
票

を
２
０
０
０
年
会
館
か
片
岡
台
出
張
所

で
受
け
取
り
、
実
施
医
療
機
関
を
確
認

の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
無
料
で
す
。

事
前
に
生
き
活
き
対
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ささゆりウォーク開催！
春の涼しい風や美しい田園風

景を楽しみながら、一緒にウォ
ーキングしましょう。

＊日　　程：５月10日（火）
約１時間半かけて上牧町内を　
歩きます。※雨天の場合中止
＊集合時間：午前９時
＊集合場所：中央公民館前

・問合せ・
ささゆりウォーク実行委員会

TEL７９-２０２０
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消費生活相談：電話･面談とも
毎週火曜日の午後１時～５時　　　　　

／役場１階相談室／ 76ー1001
毎週木曜日の午前８時30分～午後０時30分

消費生活相談員

山口 知香

春
は
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
大
き
い
時
期
。

そ
の
中
で
、
新
た
に
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
契

約
を
結
ん
だ
り
、
解
約
し
た
り
す
る
機
会
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
賃
貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル
の
中

で
多
い
の
は
、
退
去
時
の
原
状
回
復
に
関
す
る
内

容
で
す
。
今
回
は
、
原
状
回
復
の
考
え
方
や
、
ま

た
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
方
法
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て

民
間
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
賃
貸
借
契
約
は
、
契

約
自
由
の
原
則
に
よ
り
、
貸
す
側
と
借
り
る
側
の

合
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し

退
去
時
に
貸
し
た
側
と
借
り
た
側
と
ど
ち
ら
の
負

担
で
原
状
回
復
を
行
う
の
が
妥
当
な
の
か
に
つ
い

て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原
状
回
復
に
つ
い
て
は
、
退
去
時
の
問
題
と
と
ら

え
が
ち
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
の
た
め

に
入
居
時
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
退
去
時
の
原
状
回
復
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
「
賃
借
人
の
通
常
使
用
に
伴
っ
て
生
じ
た

損
耗
を
除
い
た
原
状
回
復
は
賃
借
人
負
担
、
い
わ

ゆ
る
経
年
変
化
、
通
常
の
使
用
に
よ
る
損
耗
等
の

修
繕
費
用
は
賃
料
に
含
ま
れ
る
も
の
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
現
在
国
土
交
通
省
に
て
改
定
作
業

中
、
平
成
23
年
度
中
に
は
国
土
交
通
省
よ
り
新
し
い

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
る
予
定
。

◆
国
土
交
通
省
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.m
lit.go
.jp
/ju
taku
ken
tiku
/h
o
u
se/

to
riku
m
i/gen

zyo
kaifu

ku
.h
tm

退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
に

【
契
約
前
】
実
際
の
住
宅
に
は
、
チ
ラ
シ
や
事
前

に
得
て
い
た
情
報
で
想
像
し
て
い
た
も
の
と
異
な

る
部
分
が
あ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
必
ず
契
約
前

に
内
覧
し
「
間
取
り
・
設
備
・
環
境
」
な
ど
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
家
賃
の
ほ
か
に
、
共
益
費
や
家
財
保
険

料
・
家
賃
保
証
会
社
の
保
証
料
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
費
用
が
必
要
で
、
か
つ
実
費
が
い
く
ら
に
な
る

の
か
も
し
っ
か
り
と
確
認
し
た
上
で
契
約
を
結
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
契
約
書
・
重
要
事
項

説
明
書
を
読
み
、
原
状
回
復
に
関
す
る
賃
借
人
負

担
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
過
剰
な

賃
借
人
負
担
が
あ
る
と
感
じ
た
場
合
に
は
、
賃
貸

人
や
管
理
会
社
と
話
し
合
い
、
契
約
条
項
の
変
更

を
求
め
る
べ
き
で
す
。
最
終
的
に
説
明
や
条
項
の

変
更
に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
無
理
に
契
約
し

な
い
と
い
う
判
断
も
必
要
で
す
。

【
入
居
前
】
契
約
が
成
立
し
た
ら
、
入
居
前
に
室

内
の
汚
れ
や
損
傷
に
つ
い
て
賃
貸
人
や
管
理
会
社

の
立
ち
会
い
の
も
と
で
確
認
し
、
写
真
を
撮
る
な

ど
の
手
段
を
使
っ
て
、
記
録
を
残
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

【
入
居
中
】
賃
借
人
の
故
意
・
過
失
・
管
理
不
十

分
に
よ
る
破
損
や
汚
れ
な
ど
の
原
状
回
復
費
用

は
、
賃
借
人
の
負
担
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
た
上

で
、
室
内
は
丁
寧
に
使
う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
タ
バ
コ
や
ペ
ッ
ト
に
よ
る
破
損
や
汚
れ

も
賃
借
人
負
担
で
す
。

【
退
去
前
】
国
土
交
通
省
の
「
原
状
回
復
を
め
ぐ

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
、
退
去
時
点
の
原
状
回
復

に
関
す
る
裁
判
例
な
ど
を
参
考
に
、
原
状
回
復
の

費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
退
去
時
点
に
妥

当
と
考
え
ら
れ
る
一
般
的
な
基
準
や
情
報
を
入
手

す
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。
そ
の
上
で
退
去
の
立

ち
会
い
の
話
し
合
い
に
臨
む
よ
う
に
す
れ
ば
、
ト

ラ
ブ
ル
防
止
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

賃
貸
住
宅
に
お
け
る
賃
借
人
と
賃
貸

人
・
管
理
会
社
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
も
、
消
費
生
活
相
談
室
で
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

相
談
方
法
は
、
来
室
相
談
で
も
電
話
相

談
で
も
可
能
で
す
。

家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
る
時
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（
広
告
）

（
広
告
）

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

5月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

トモスイ
高樹のぶ子著・新潮社

ぶらり旅の達人
になれる10の
法則。単なる路
線紹介ではな
く、町やそこに
住む人々の魅力
に触れることが
できます。ぶら
り旅を初めてみ
たくなる一冊で
す。

「ぶらり途中下車の旅」のススメ
日本テレビ放送網株式会社編

★5月のお話会ピーターパン★

３日（火）・17日（火）
午前10時30分から

14日（土）・28日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。

大和田駅へ 

西大和サティ 

天理楽器 

天平庵 

ココ ★ 

TEL　0745-73-1414

いろは いろは 司法書士事務所 司法書士事務所 司法書士事務所 
債務整理 裁判手続 遺産相続 

・過去に完済された方 
・借金が減らない方 

・相続でお悩みの方 
・遺言をお考えの方 

・貸したお金が返ってこない 
・賃貸借トラブル 

会社設立・成年後見・抵当権抹消・消費者問題・離婚問題等 

営業日　　月曜日-金曜日 
営業時間　AM9：30-PM5：30 
土日・夜間予約により対応可 

北葛城郡河合町星和台２丁目５番７号 
スペースワンビル２階 
（駐車場有、イオン西大和店徒歩１分） 

相談無料 
秘密厳守 
お気軽に 
ご相談く 
ださい。 

会

員

募

集 

　
上
牧
町
太
極
拳
同
好
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

　
中
高
年
の
方
、
一
層
の
健
康
促
進
を
図
る
為
、

奮
っ
て
参
加
下
さ
い
。 

記 

練
習
日
時
　
毎
週
火
曜
日
午
後
三
時
か
ら
五
時 

練
習
場
所
　
上
牧
町
第
一
体
育
館 

会
　
　
費
　
一
ヶ
月
　
弐
千
円 

　
尚
、
一
ヶ
月
の
無
料
体
験
入
会
も
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

連
絡
先
　
電
話
（
七
六
）
二
五
〇
七
　
山
内
　
迄 

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne . jp/̃kanmaki/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

もりのねこ
工藤有為子著・小峰書店

「ひとをきれい
にする仕事」を
選び、まっすぐ
に生きる女の子
を描いていま
す。楽しいなか
にもぐっとくる
一冊です。

メロディ・フェア
宮下奈都著・ポプラ社

「パパはウォル
ト・ディズニー
さんなの？」娘
ダイアンが６歳
になって初めて
知った。父親ウ
ォルトの真の
姿。今までしら
れていなかった
エピソードが満
載の一冊です。

私のパパ ウォルト・ディズニー
ダイアン・ディズニー・ミラー著・講談社

キルシェはもりのねこ。そうもりのね
こ。キルシェ
の行動力。森
の中の緊張
感。うつろう
自然の中で暮
らす猟師との
ゆったりとし
た関わり。そ
のバランスが
心地よい絵本
です。

川端康成文学賞

受賞作「トモス

イ」ほか10の

短編集。アジア

の国々で感じた

思い、その土地

の匂いが漂いま

す。不思議な世

界へひきこまれ

る一冊です。
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世帯数.....................9,683( +４)

男　性..................11,486(－43)

女　性 ..................12,575(－12)

合　計...................24,061(－55)
（ ）は前月比

平
成
23
年
３
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●納税相談
担　当：徴税吏員

と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分

ところ：役場１階　徴収課

定　員：先着申込順5名

内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について

申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん

でください。（相談日の1週間前から

申込受付。） 役場内線125番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時

毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分

（上記共、祝日は除く）

ところ：役場１階の相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校

と　き：５月13日、６月３日　午前11時～午後５時

申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校

と　き：５月27日、６月10日 午前11時～午後５時

申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本


